
 



「ジャワ島南西沖地震・津波災害現地調査」「スマトラ島沖地震津波詳細現地調査」報告会

土木学会（会長 濱田政則）は、津波防災施設の設計・建設だけでなく、津波に関する

学術研究、観測、防災教育、住民避難誘導、被災者へのケア、復旧復興への提言など、津

波防災に取組んできた長い歴史を持っています。2004 年インド洋津波の後では、土木学会

が中心となり、ACECC（アジア土木学協会連合協議会）に Technical Committee を設立し、

ACECC 参加国や被災国が津波災害軽減のための情報集約、意見交換、および情報発信を行

うこととしています。

このような中、土木学会は、2006 年 7 月 22 日（土）から 8 月 7 日（月）にかけて、

2004 年 12 月のスマトラ島沖地震・津波災害の追加詳細調査、ならびに 2006 年 5 月のジャ

ワ島中部地震の被害調査を目的として調査団を派遣し、また、2006 年 7 月 17 日にインド

ネシア パンガンダラン沖で発生した M7.7 の大地震の被害に関して、上記調査団員の一部

より調査団を組織し、派遣、調査を実施致しました。

内容：

１．調査および調査団の概要       （宮島昌克団長（金沢大学））

２．「ジャワ島南西沖地震・津波災害現地調査」報告

・ジャワ島の歴史的文化遺産の被害      （酒井久和団員（立命館大学））

・ジャワ島南西沖地震による津波被害    （藤間功司副団長（防衛大学校））

・ジャワ島南西沖地震による構造物被害       （庄司 学団員（筑波大学））

     （質疑）

３．「スマトラ島沖地震津波詳細現地調査」報告

・スマトラ島沖地震・インド洋津波の津波詳細調査（榊山 勉団員（電力中央研究所））

・スマトラ島沖地震・インド洋津波のライフライン被害（小野祐輔団員（京都大学））

・スマトラ島沖地震・インド洋津波の橋梁被害

（幸左賢二団員（九州工業大学）、田崎賢治団員（大日本コンサルタント））

     （質疑）

司会：橋本隆雄 地震工学委員会地震被害調査小委員会幹事長（千代田コンサルタント）
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ジャワ島南西沖地震・津波災害現地調査団 

 2006年7月17日にジャワ島南西沖約200kmを震源としたM7.7（USGS）1)の地震が発生した．

この地震によって発生した津波はジャワ島南岸を襲い，死者500人を越える惨事となった（7月20
日じゃかるた新聞 2））．ジャワ島では5月27日ジャワ島中部地震に引き続いての地震であり，現地

は大きなショックを受けた．

 土木学会では，7月22日から25日まで港湾空港技術研究所と共同でチラチャップ県以西におけ

る津波被害を中心とする調査を行なった（第1班）．次いで7月25日から28日まで立命館大学COE
推進機構と協力しジョグジャカルタからパンガンダラン( )までの地震被害を中心とした調査を

行ない（第2班），8月4日から7日までは1次，2次調査の未調査地を中心とした調査を行なった

（第 3 班）．調査にあたっては，外務省など日本の各省庁，機関，またインドネシア海洋漁業省な

どとも連携を取った．調査団員は以下の通りである（○は各班のリーダー）．

 チラチャップ県ウィダラパユン ウェタンの海浜公園（ ）では，津波が高さ4m 程度ある

砂丘を乗り越え海浜公園の施設を破壊し，背後の低地にある水田に流れ込んだ．海浜公園では高さ

6m を越える痕跡が発見された．ここではカニを取る作業をしていた人たちを中心に約60名の死者

が出た．チラチャップ市中心部から 8km ほど東にある火力発電所では，津波が排水口天端（高さ

4.3ｍ）を越流し，キャットウォーク（ ）やスラリー輸送管が破壊した．

 チアミス県のパンガンダランは観光地で，今回の津波で最も多く報道された地域である．パンガ

ンダランは沖にある島まで砂浜が延びて繋がったトンボロ地形をしており，高い砂丘もなく地盤も
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低いために大きな被害が出たと思わ

れる．海岸線に近い木造家屋のほと

んどが破壊されていた．残された家

屋も壁が破壊されているものが目立

った（ ）．多くの漁船が津波

により陸上に流されたため，漁船と

の衝突によってレンガとコンクリー

トの構造物を破壊した（ ）こ

とも被害を大きくした要因であろう．

痕跡高は西岸で4～5ｍ程度，東岸で

3～4ｍ程度である（ ）．

 タシクマラヤ県でも5m を越える

痕跡が見つかっているが，高さ 4m
の砂丘で守られており，深刻な被害

が見られない地域が多かった．ただ

し河川から浸入した津波により大き

な被害が出た地域があった．

 今回の津波ではパンガンダランだけ

が大きく報道されたが，パンガンダラ

ンだけ特別に津波が高かったわけでは

ない（ ）．大きな被害が出た地域

には「砂丘が低い」「地盤が低い」「海

岸で多くの人が作業していた」「船が多

い」「河川の近く」といった，被害が出

やすい要因があった．また、地震動が

小さく、地震警報もないまま突然の津

波に襲われている．津波警報システム，

津波防災施設，土地利用計画といった

視点から，日本から提言できることは

多い．また、我々が学ぶ教訓も多い．

 なお，現地調査では東亜建設工業 

口岩康行氏、JICA 高垣泰雄氏、PCI 
幕田一郎氏、Sigit Widaryoko氏に多大

な協力をいただいた．ここに記し謝意

を表する．

1)USGS．
http://earthquake.usgs.gov/eqcenter/
eqinthenews/2006/usqgaf/ 
2)じゃかるた新聞．

http://www.jakartashimbun.com/ 

●

● ●●

図-1 被災地の位置図(Google Earthに加筆)

図-2 パンガンダランの地形と津波来襲方向

（数値は痕跡高）
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図-3 津波痕跡高，砂丘地盤高，死者数

写真-1 ウィダラバユン ウェタンの海浜公園施設の被災

（7°42’S, 109°16’E）
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写真-2 カランカドリの火力発電所の被災（7°41’S, 109°6’E）

                                              

写真-3 パンガンダランの被災状況（7°42’S, 108°39’E）

写真-4 パンガンダランの被災状況（7°42’S, 108°39’E）                  
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2004 年 12 月に発生したスマトラ島沖地震によ

るインド洋津波により約 23 万人もの人命が奪わ

れ、甚大な被害が発生したことはまだ記憶に新し

い。地震直後は武装集団の活動により現地の住民

すら立ち入ることが出来なかったスマトラ島北西

海岸のバンダアチェからムラボーに至る約

250km の未踏査地域とムラボー市内を改めて調

査したので被害状況を報告する。

バンダアチェからムラボーに至る約 250km の

道路のうち約 85％が何らかの被害を受けており、

36％は流出したり水没したりして全壊している。

橋梁も約 53％において桁が流出したり全壊した

りしている。

ムラボー周辺は今回の地震・津波で深刻な被害

を受けた地区である。図-1にムラボーにおける聞

き取り調査（片平エンジニアリングインターナシ

▲トラス橋の上部工が約 300ｍ飛ばされている。向こう側が海岸線で中央付近の

やしの木手前に見えるのが橋台。 
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ョナルの協力による）

に拠った津波浸水域を

示す。これによれば、

目撃された津波高さは

岬の先端で 10～12ｍ、

プルタミナのオイルタ

ンク地点で 8ｍ程度、

取水口地点で 1ｍ程度

である。同図の写真-1

にプルタミナの玄関に

掲げてある津波来襲図

を示す。椰子の木の高

さ一杯の津波、漂流を

し始めるオイルタンク

などリアルに描かれて

いる。写真-3 にクア

ラ・ブブンに到る国道

の橋梁の一例を示す。

全て一様に桁は流失し、

剥き出しになった橋台

のみが孤立して残され

ている。この 15km 間

の国道も廃棄されてい

る。写真-4にムラボー

南東クアラ・シハ近く

の海岸の状況を示す。

左端に立つ京大・小野

の隣の椰子は綺麗に周

辺が丸く洗掘されてい

る。津波の押し引きの

作用の結果である。写

真-5にムラボー南クア

ラ・タズーのトラス橋

の上弦材の座掘状況を

示す。この橋梁は約 2
ｍ程度上流に移動している。津波はトラス全体を覆った。この結果上弦材が座屈した状態

で残されている。写真-7 に取水口の取り込み口が傾いた状況を示す。地震時この建物は液

状化によって浮上し周囲が約 1.5ｍ沈下する時に傾斜して留まった。当然この動きによって

取水管は被害を蒙っている。その後、津波のランナップを受け窓から濁水が侵入した。

 タンクの被害などの詳細については別稿で報告する。

▲橋梁の桁は流失し､取り付け道路も完全に流出している。砂

浜に取り残されているように見えるが、津波前と比べて周辺

の地形全体が大きく変化している。 

▲橋台と桁の一部だけが残されているが、周辺地盤は沈下し道

路も水没している。 
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